
取取扱扱説説明明書書

ごご使使用用前前にに必必ずずおお読読みみくくだだささいい。。
いいつつままででもも大大切切にに保保管管ししててくくだだささいい。。



このたびは、自動追従運搬車 Folloone をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

ご使用に先立ち、この取扱説明書をよくお読みいただき本製品の性能をご理解いただいたうえで

いつまでも安全にお使いくださるようお願いいたします。

本書は、本製品の正しい操作や保守・点検をご理解いただくために、詳細な情報をご購入された

みなさまに提供することを目的として作成しています。

・この取扱説明書をいつでも参照できるように大切に保管してください。

・この取扱説明書を紛失または損傷した場合は速やかに｢お買い上げ販売店｣でご注文ください。

・本製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を本製品と一緒にお渡しください。

ご使用前に、本書をよくお読みのうえ、正しく使用してください。

感電、火災、衝突などの事故を未然に防ぐために、この「安全上のご注意」を必ず守ってください。

・本書に記載した注意事項や機械に貼られた　　　の表示があるラベルは、人身事故の危険が

　考えられる重要な項目です。よく読んで必ず守ってください。

・機械に貼っているラベルが無くなったり汚れたりして読めなくなった場合や、ラベルの貼って

　ある部品を交換する場合は、新しいラベルを｢お買い上げの販売店｣に注文して購入し貼り替

　えてください。

注意表示について
・本書では特に重要と考えられる取扱い上の注意事項について次のように区分して表示しています。

その警告に従わなかった場合は、死亡または重傷を

負うことになるものを示します。

その警告に従わなかった場合は、死亡または重傷を

負う危険性があるものを示します。

その警告に従わなかった場合は、ケガを負うおそれ

のあるものを示します。

注意事項を守らないと、機械の損傷や故障のおそれ

のあるものを示します。

●はじめに

●安全に作業するために

●安全にかかわる表示について

重重 要要



１．当社は、この取扱説明書記載の指示事項を守らなかった場合や、自動追従運搬車を改造した場合、

あるいは運転・保守作業にあたり、通常必要とされる注意または用心をしなかった場合に生じた

損害または傷害に対しては一切責任を負いません。

２．この自動追従運搬車の取扱い上の危険性について、すべての状況を予測することはできません。

したがって、この取扱説明書の記載事項や自動追従運搬車に表示してある注意事項は、すべて

の危険性を想定しているわけではありません。したがって、自動追従運搬車の運転操作または

日常点検や保管を行う場合は、この取扱説明書の記載および自動追従運搬車本体に表示されて

いる事項に限らず、安全対策に関しては十分な配慮が必要です。

３．この自動追従運搬車は、国内での使用を前提にしています。したがって、海外諸国での安全規

格等の適用・認定等は実施していません。この自動追従運搬車を国外に持ち出した場合に当該

国での使用に対し事故等による補償等の問題が発生することがあっても、当社は直接・間接を

問わず一切の責任を免除させていただきます。

４．事故や傷害の発生を避けるため、本来の使用目的以外の自動追従運搬車の使用やこの取扱説明

書に述べている以外の運転・保守作業はしないでください。

５．本機における前後左右の方向定義は、歩行型農業機械の基本原則（JIS/ISO共通）における

『操作者が正常な運転位置（ハンドル側）に立ち、機体に向かって見たときの左右を基準

とする』という用語定義、およびJIS B 9112に基づく安全設計思想に準拠し、

操作パネル側に立つユーザー視点をすべての基準として統一しています。

重要なお知らせ
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・本機は圃場等の管理された場所での作業を目的としており、小型特殊自動車の認定を受けて

  いません。法令により公道走行は禁止されています。公道では絶対に使用しないでください。

・ここに記載している注意事項は、本製品を安全に正しくお使いいただくための内容です。

　よく読んで必ず守ってください。

・これ以外にも、本文の中では危険・警告・注意・重要としてその都度取り上げています。

　必ずこの「取扱説明書」および本機ラベルをよく読んで理解したうえで安全な作業を

　してください。

◆運転する前に ・クローラの張り・亀裂がないか確認してください。

・本機を動かす前に取扱説明書と機械に貼って ・機械に貼っているラベルがなくなったり、汚れた

　ある　　　表示ラベルをよく読み理解して操作 　りして読めなくなったときは、新しいラベル

　してください。 　に貼り換えてください。

◆使用する人の条件
次の項目に該当する人は、本機を使用しないで

ください。

・本書および貼付ラベルの内容が理解できない人 ◆始動するとき
・視力不足等で表示内容が読めない人 ・周囲の安全を確認してから、始動してください。

・酒気をおびた人

・妊娠している人 ◆走行運転するとき
・過労・病気・薬物の影響、その他の理由により ・30°を超える傾斜地では、作業しないでください。

　正常な運転操作ができない人 ・人を本機にのせないでください。

・150kgを超えて運ばないでください。

◆使用する人の服装 ・積載物を高く積まないでください。積荷が高く

作業にあった服装を心がけ、軽装やサンダル   なると機械のバランスが崩れやすくなり、荷崩れ

履き等で運転や作業をしないでください。   をおこすおそれがあります。

またハンドル部にタオルをかける行為をしない ・追従開始時は本機前方にタオル等をかけていない

でください。センサーが反応し大変危険です。   か確認をしてください。

　 ・追従走行時こどもや動物を近づけないでください。

◆他人に貸すとき   センサーがそちらに反応する場合があるため大変

・本機を他人に貸すときは取扱説明書もいっしょ   危険です。

　に渡して、安全作業ができるよう説明してくだ

　さい。 ◆機械から離れるとき
・本機の運転操作はよく練習し、十分慣れてから ・本機を平坦な場所に止めて、手動モードになって

　作業してください。 　いることを確認してから電源を切ってください。

・本書および貼付ラベルの内容が理解できない人 ・本機は駐車ブレーキを装備しておりませんので、

　や子供には絶対運転をさせないでください。 　斜面で停車・駐車したまま離れないでください。

　やむをえず止めるときはクローラに輪止めを

◆運転前の点検・整備 　してください。

・電池の残量があるかをディスプレイにて必ず ・使用しないときやその場を離れるときは、キ

　確認をしてください。 　ーを抜いて保管してください。

・荷台を固定するボルト・ナットにゆるみがあ

　れば確実に締付けてください。もしくは新品

　に交換してください。

１．安全上のご注意

１-１ 作業前に必ず守ること

１-２ 作業中に必ず守ること
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◆清掃するとき ◆使用時
・本機を平坦な場所に止めて、電源を切ってから ・バッテリーは本機が指定した専用バッテリー以外

　実施してください。   は使用しないでください。

・高圧洗浄機は故障の原因になりますので、絶対 ・本機は周囲温度 -15℃～40℃で使用してください。

　に使用しないでください。   

・バッテリー部、モーター部、電気接続部へ水を

　侵入させないようにしてください。

◆点検・整備するとき
・本機を平坦な場所に止めて、電源を切ってから

　実施してください。

・広くて明るい場所で実施してください。

・適正な道具・工具を正しく使用して行なって

　ください。

・取外したモノは元の位置に取付けてください。

◆長期格納するとき
・キーとバッテリーを抜いて、本機から離れた安全

　な場所に保管してください。

◆改造禁止
・本機は改造しないでください。

◆充電するとき
・充電は次の場所で行ってください。

  ①屋内の平坦で充電器の安定する場所

  ②風通しのよく、湿気の少ない場所

・充電温度は周囲温度 -10℃～40℃で充電

  してください。ただし、O℃以下の環境では

  バッテリーの温度によって充電が停止して

  しまう場合があります。

・使用電源については家庭用100Vコンセントで

  行ってください。

・充電時間については残量ゼロから満充電まで

  にかかる時間は約6時間です。高温時または

  低温時は充電時間が長くなることがあります。

・バッテリーは専用充電器以外では充電しない

  でください。

１．安全上のご注意

１-３ 作業後に必ず守ること

１-４ バッテリーについて
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　この機械には各運転装置の近くに各々の安全な取扱い方について説明している表示ラベル(危険

ラベル・警告ラベル・注意ラベル)が貼付けてあります。各々のラベルの説明をよくお読みいただ

き守ってください。

　また、機械に貼ってあるラベルが破損したりして読めなくなった場合や、ラベルの貼ってある

部品を交換する場合は、新しいラベルを｢お買い上げの販売店｣に注文して購入し、貼り換えてく

ださい。

１．安全上のご注意

１-5 表示ラベルと貼付位置

操作部左側

操作部右側

荷台左側

バッテリーボックス
バンパー(前)

制御ボックス
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・本機には保証書が付いておりますので、ご使用前によくお読みください。

　(保証書は、取扱説明書の最終ページに印刷されています。)

・この製品の保証期間は新品購入から１年、もしくは累計500時間のうち、どちらか早く到達した

　方といたします。

・ 本機の修理、点検、消耗品（クローラ・バッテリー等）のご注文は、お買い上げの販売店へ

　 お申し付けください。

・ 修理を依頼される際は、型式およびシリアルナンバー(製造番号)をお伝えください。

２-３ 補修用部品の供給年限について

・この製品の補修用部品の供給年限(期限)は、製造打ち切り後9年といたします。

　ただし、供給年限内であっても特殊部品につきましては、納期等についてご相談させていただく

　場合があります。

・補修用部品の供給は、原則的に上記の供給年限で終了いたしますが、供給年限経過後であっても

　部品供給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただきます。

●本機を使用目的外の作業に使用したり、性能を超える作業には使用しないでください。

●機械は改造しないでください。改造すると本来の機能を発揮できないばかりか、人身事故の

　原因になることがあります。

●改造した場合や取扱説明書に記載されている使いかたと異なる場合は、保証の対象外になり

　ますのでご注意ください。

２．保証とアフターサービス

２-１ 商品の保証

２-２ アフターサービス
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＊操作部パネル拡大 ⑫バッテリー

名称

ブザー

バンパー

接触センサー

バッテリー⑫

⑬

⑭

⑮

⑪

追従ON/OFF切替ボタン

緊急停止ボタン

センサーパネル(左)

センサーパネル(右)

バッテリーBOX

３．各部の名称とはたらき

３-1 各部の名称(全体)

№

① キースイッチ

⑯

制御BOX

ディスプレイ

手動操作ボタン(4点)

手動速度ダイヤル

LEDランプ(緑)

LEDランプ(黄)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

①

②

⑨
⑩

⑪

⑭

⑬

⑧

⑯⑮ ⑮⑯
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③手動操作ボタン
①キースイッチ

電源OFF 電源ON

■ 手動操作ボタン

本機を移動させるときに使用します。

・本機の運転と停止を切替えます。 ・左上：左前方向へ移動

・右上：右前方向へ移動

■電源を入れる:キースイッチを右へ回します。 ・左下：左後方向へ移動

液晶ディスプレイが点灯し、現在のステータス ・右下：右後方向へ移動

が表示されます。 ・上側の２つのボタンを同時に押す:前に直進

■電源を切る:スイッチを左へ回します。 ・下側の２つのボタンを同時に押す:後ろに直進

ディスプレイが消灯します。 ・左上+右下を同時に押す:左回りでその場旋回

・右上+左下を同時に押す:右回りでその場旋回

●本機を使用しないときは必ずキーを抜き ●左右のボタンを押すタイミングがずれると、車体

　安全な場所にキーを保管してください。   が左右に振れることがあります。

②ディスプレイ ④手動速度ダイヤル
1.手動時速度を3段階（低速・中速・高速）から選択

　可能です。→ダイヤルを選択

2.自動追従時追従距離を3段階から選択可能です。

①手動モード確認(緑色点滅)

②手動速度ダイヤルを希望の

  位置にセット

③切替ボタンを長押し

  ピピッと鳴ったら設定完了

④追従モードにする

項目

●狭い場所では低速(カメ)に設定し、慎重に

  操作してください。

やや近い

やや遠い   高速 4.0km/h

３．各部の名称とはたらき

３-２ 各部のはたらき

ボタンを離すと停止します。

状　態

Honda社製品用の表示項目です。
本製品では使用しません。

総運転時間

バッテリー
残量アイコ
ン

バッテリー使用開始からの累計稼
働時間(例:255.4h)を表示します。

バッテリーの状況を表示。「NO
BATTERY」と表示されている場合
は、バッテリーが装着されていな
いか、認識されていません。

本・!モード
が点灯

カメモード
点灯

残運転可能
時間(目安)

Honda社製品用の表示項目です。
本製品では使用しません。

Honda社製品用の表示項目です。
本製品では使用しません。

後進

1.5km/h

ダイヤル位置

   低速

   中速 2.5km/h 1.0km/h

手動時 自動追従時

前進

1.0km/h 0.7km/h

追従距離

近い

②

③

④

中央

①
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⑤LEDランプ(緑)  ⑥LEDランプ(黄) ⑨センサーパネル(左) ⑩センサーパネル(右)

■ 緑色点滅時:手動モードです。

■ 黄色点滅時:追従モードです。 ■パネルに取り付けられた超音波センサーで

■ 両灯交互点滅時:アラートモードです。    対象を検知します。

■ 両灯点滅時：エラーモードです。

  ＊アラート・エラーモードの状態については

11.困ったときは(P.26)  を参照してください。 ●本センサーで対象を検知しているため、

　機体前方（センサーの検知範囲）に障害物

⑦追従ON/OFFボタン 　をおかないでください。

  センサーが誤検知し、意図しない方向に

　走行して衝突や転倒などの事故につながる

　おそれがあります。

⑪バッテリーBOX
■ここを開閉することで

  バッテリーを出し入れします。

■ボタンを押すたびに、追従モードと手動モー

　ドが交互に切り替わります。

■追従モード時にその場に止まらせたい場合、

  ボタンを押し、手動モードにしてください。

●電源投入直後は手動モードです。

●追従モードに切り替える際は、周囲に人や

　障害物がないことを確認し、本機を操作 ⑫バッテリー(Honda Mobile Power Pack e :)
  してください。

■本機は、本田技研工業株式会社製

⑧緊急停止ボタン   の「Honda Mobile Power Pack e:」

■緊急時にボタンを押すと   を使用するように設計されています。

本機が停止します。   本田技研工業株式会社は、本機の品質

■安全を確認したうえで  や動作を保証するものではありません。

解除をしてください。

復帰方法 はP.25参照

●緊急時以外は決してボタンを押さない

　でください。

３．各部の名称とはたらき

追従ON/OFFボタン

⑨ ⑩

バッテリー固定レバー

バックル

トップカバー
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⑬制御BOX(分解禁止) ⑭ブザー

⑬制御ボックス

■車両の動作や走行を統合制御

  する中枢装置です。

●感電や故障の原因となりますので、絶対に

 開けないでください。

⑭ブザー

■自動追従走行中の接近報知や、異常発生時の

  警告音を鳴らします。　　

⑮バンパー ⑯接触センサー

⑮バンパー

■クローラへの巻き込みなどの危険から人など

を保護するためのものです。ひび割れや破損が

ある場合は使用せず、販売店へ連絡し、修理を

依頼してください。

⑯接触センサー

■障害物などに接触して接触センサーに

一定以上の力が加わると、本機は停止します。

これは衝突時の衝撃を軽減するための機能

です。

安全を確認したうえで再度追従ON/OFFボタンを

押すと追従モードとなります。

■接触センサーが断線した場合は、安全のため

追従運転はできません。手動(低速)で動かし、

安全な場所へ移動をしたうえで、販売店へ

連絡し、修理を依頼してください。

３．各部の名称とはたらき

⑯⑮

制御ボックス

ブザー
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ご使用前には必ずバッテリーの残量をご確認ください。

◆バッテリーの残容量表示

バッテリー表示ランプ

::  点点灯灯

::  消消灯灯

バッテリー表示

残容量 0%-25% 25%-50% 50%-75% 75%-100%

*充電してください

●お買い上げ時は、バッテリーは十分に充電されていないため、充電器で正しく充電

  してからご使用してください。

●表示される残量はご利用状況や気温などにより実際の残量と異なる場合があります。

●操作中に電源が落ちる可能性がありますので、残りバッテリー表示1目盛を目安に

　充電してください。

◆充電するとき
・バッテリーは専用充電器以外では充電しないでください。

  ほかの充電器を流用すると、火災、発熱、破裂、液漏れのおそれがあります。

・周囲温度が-10℃～40℃で充電してください。

  ただし、0℃以下の環境ではバッテリーの温度によって充電が停止してしまう場合

  があります。

◆バッテリーの廃棄
本機に使用しているリチウムイオン電池（型式：DM5026Z）は、リサイクル可能な貴重な資

源です。一般ゴミや粗大ゴミとして捨てることは法律で禁止されており、ゴミ収集車や処理

施設での火災事故の原因となります。

廃棄の際は、販売店へご相談ください。

４-１ バッテリーの充電

４．ご使用前の準備

NO BATTERY

バッテリー

充電器
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・締め付ける

・掃除する

・交換する

・亀裂や異常な摩耗・芯金の露出はありませんか。・交換する

・石や木片などの異物が挟まっていませんか。 ・掃除する

・張りを調整する

・交換する

・泥や草が過剰に付着していませんか。 ・掃除する

・回転を妨げる異物はありませんか。 ・異物を取り除く

・コネクタ部に異物や汚れ、著しい腐食は ・乾いた布で拭きとる

  ありませんか。  (水・溶剤不可)

・バッテリー残量は十分ですか。 ・充電する

・バックルは確実に固定されていますか。 ・確実にロックする

・掃除する

・変形やガタつきはありませんか。 ・締め付ける

・センサーを押すと反応しますか。(電源投入後) ・交換する

・奥まで確実に差し込む

・スイッチを回したとき、ディスプレイが ・販売店へ連絡

  表示されますか。

・販売店へ連絡

・販売店へ連絡

・手動モードからこのボタンを押すとLEDランプ ・販売店へ連絡

 (黄)が点滅しますか。

 ・ボタンは壊れていませんか。

 ・異物が詰まって押せなくなっていないですか。 ・掃除する

●点検で異常を発見した場合は、原因を取り除くまで使用しないでください。

   ご自身で処置出来ない場合は、販売店へご相談ください。

緊急停止ボタン(赤)

追従ON/OFFボタン

ブザー

本体および荷台周囲

・ボルト・ナットの緩みや脱落はありませんか。

・荷台に不要な障害物(ゴミ等)はありませんか。

・起動の際、ブザーは鳴っていますか。

・起動時 3秒間両灯点灯しましたか。

キースイッチ

LEDランプ(緑・黄)

 ・低速(カメ)の位置にありますか。

・センサー表面に汚れや付着物はありませんか。

・極端に弛んでいませんか。

・コネクタの接続に緩みや抜けかかっている箇所は

  ありませんか。

作
動
点
検

・破損時は使用禁止(交換)

４-２ 作業前点検

４．ご使用前の準備

駆動輪・転輪

センサーパネル

バンパー

点　検　箇　所 処　置

クローラ全体

クローラの張り

・フレームに亀裂や曲がりはありませんか。

バッテリー

外
観
点
検

電気配線・コネクタ

手動速度ダイヤル
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①キーを差し込みます。

●本製品を使用しないときは、必ずキーを

 　取りはずし、子供の手の届かない所に

　保管してください。

①バックルを引き下げて、バッテリー

  ボックスのトップカバーを開きます。

②キーを右へ回し、「入(ON)」の位置にします。

液晶ディスプレイが点灯し、現在のステータス

が表示されます。

②バッテリーの表示面が上になるように

　セットし、奥まで差し込みます。

③LEDランプ(緑)が点滅していることを確認しま

す。これは手動モードで操作可能な状態(初期状

態)を表しています。

③バッテリー固定レバーを引き下げて

  固定する(カチッと音がする)。

③バッテリーボックスのトップカバーを閉じ

　ます。次にバックルを引き上げ完全にロック

  してください。

５．使用前準備

５-１ バッテリーの取り付け ５-２ 電源の入れ方

LEDランプ(緑)

が点滅して

いればOK

バックル

バッテリー

固定レバー

バッテリー

ONの状態

キーが差し

込まれた

状態

バックル

トップカバー

トップカバー
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●最大積載量(150kg)を超えて荷物を積まないでください。

●30°以上の傾斜地では操作しないでください。機体が転倒するおそれがあります。

●荷台には乗らないでください。また、人を乗せて走行しないでください。

  転倒や落下のおそれがあり、重大なケガや死亡事故につながる原因となります。

●周囲、特に進行方向に人や障害物がないことを確認してから操作してください。

●公道では使用しないでください。

●初めて操作するときや安全を確認するときは、速度を「低速（カメ）」に設定してください。

●周囲、特に進行方向に人や障害物がないことを確認してから操作してください。

●左右のボタンを押すタイミングがずれると、機体が左右に振れることがあります。

●狭い場所では低速(カメ)に設定し、慎重に操作してください。

●ボタンを離しても停車しない場合は、緊急停止ボタンを押してください。

●緊急時以外では走行中に緊急停止ボタンを押さないでください。

  基板が破損するおそれがあります。

◆ 手動速度

本機を手動で移動させるときに使用します。

 手動操作ボタンを押すと本機が動きます。

 手動操作ボタンを全て離すと本機が止ま

ります。

◆ 手動操作ボタン

電源を入れた際には低速に設定しておき、使用

する際は安全な速度で走行してください。

◆ 緊急時

①"緊急停止ボタン"を

・左上を押す：左前方向へ移動   押してください。

・右上を押す：右前方向へ移動 ②周囲の安全を確認して

・右下を押す：右後方向へ移動   ください。

・左下を押す：左後方向へ移動

・上側の２つのボタンを同時に押す:

  まっすぐ前進 その後の対応方法

・下側の２つのボタンを同時に押す: ・本機が意図しない動きをして緊急停止させた

  まっすぐ後進   場合→動かさず、販売店へ修理の依頼をして

・左上+右下を同時に押す:左回りでその場旋回   ください。

・右上+左下を同時に押す:右回りでその場旋回 ・周囲の危険回避のために緊急停止させた場合

  復帰方法 はP.25参照

1.5 km/h

６.手動操作

6-1 手動モードの操作方法

ダイヤル位置 前進 後進

(低速) 1.0 km/h 0.7 km/h

(中速)中央 2.5 km/h 1.0 km/h

(高速) 4.0 km/h

低速 高速

①
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●本機は一般の通行がない私有地・構内専用です。公道では絶対に使用しないでください。

  周囲の自動車や歩行者を誤検知し、意図しない追従動作によって衝突事故を引き起こすおそれ

  があります。

●追従運転中はクローラ付近へ手足を近づけないでください。巻き込まれるおそれがあります。

●最大積載量(150kg)を超えると転倒又は積載物落下のおそれがあります。

●段差を乗り越えた直後は車両前部が勢いよく下がることがあります。前方にいると接触し負傷

  するおそれがあります。

●傾斜地又は不安定な場所では積み降ろしを行わないでください。車両が転倒し下敷きとなる

  おそれがあります。

●整備・点検・清掃・バッテリー脱着前は電源を切ってください。誤作動のおそれがあります。

●荷台には人を乗せないでください。転落して負傷するおそれがあります。

●追従運転中は、超音波センサーの検知状況、周囲の障害物、操作者の位置・姿勢により

  車両が意図しない対象物へ追従または接近する場合があります。登坂・段差通過時は

  センサーの向きが変化し追従距離が変化することがあります。車両前方・側方や車両の下へ

  近づかないでください。接触・巻き込まれのおそれがあります。

●内部の制御基板には高電圧部分があり、触れると強力な感電による心停止や重度の火傷など、

  命に関わる重大な人身事故に直結します。

  ・感電のおそれがあるため、制御ボックスは絶対に開けないでください。

  ・内部の点検や修理は、必ず販売店にご相談ください。

●軽トラック等の荷台への積み降ろし時は、スロープへの乗り移りや荷台への乗り降りする際に

  機体の姿勢が大きく変化し、バランスを崩して転倒するおそれがあります。積み降ろしは、

  十分な強度と幅を有するスロープを使用し、水平で安定した場所で機体の姿勢に注意しながら

  ゆっくり操作してください。

●高圧洗浄機は故障の原因になりますので、絶対に使用しないでください。

7.追従時操作
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◆ 追従を止めたい時
◆ 追従開始条件
1.対象者が80㎝以内にいること

2.傾斜が20°未満であること 切替ボタンを押して

3.充電目盛が２つ以上あること(目安) 手動モードに切り替えて

ください。

◆ 対象範囲　(イメージ図)
(この範囲にいるとスムーズに追従します)

◆ 対象との距離設定
 追従時に追従距離を設定する

 ことができます。

地面より（目安）

上限 100㎝ ①手動モードにする

下限  50㎝ ②手動速度ダイヤルを希望の

  位置にセット

③切替ボタンを長押し

  ピピッと鳴ったら設定完了

◆ 緊急時
①"緊急停止ボタン"を

  押してください。

②周囲の安全を確認して

  ください。

◆ 手動モードからの切替

 ①切替ボタンを押すことで その後の対応方法

   手動/追従が切り替わり ・本機が意図しない動きをして緊急停止させた

   ます。   場合→動かさず、販売店へ修理の依頼をして

 ②LED(黄)が点滅し追従待機   ください。

   状態になります。 ・周囲の危険回避のために緊急停止させた場合

  復帰方法 はP.25参照

7.追従時操作

やや
近い

やや
遠い

７-1 自動追従モードの操作方法

ダイヤル位置 中央

本機との距離 近い

車両前面より

(目安)

200cm

②

①

②

③

①
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●点検、お手入れの際は必ず平らな場所で電源を切り、バッテリーを外して行ってください。

  不意の誤作動によりケガをする恐れがあります。

●本機の改造は絶対に行わないでください。

  改造に起因する事故や故障について、当社は一切の責任を負いません。

●高圧洗浄機は故障の原因になりますので、絶対に使用しないでください。

・柔らかい布を水で濡らし、固く絞っ

  て表面を傷つけないようやさしく拭

  き取ってください。

・乾いた布、または固く絞った布で汚

  れを拭き取ってください。

・異物がある場合は取り除き、カチッ

  と動作することを確認してください。

・変形や破損がある場合は、使用を

  中止し販売店へ相談してください。

・泥や異物を完全に取り除いてください。

・端子部に泥や異物、腐食はないか ・端子を清潔な布で拭いてください。

・残量は十分か ・専用充電器で満充電にしてください。

*清掃や点検を行った後は、周囲の安全を確認した上で低速で走行させ、正常に作動することを確認してください。

  

8-１ 内容と方法・処置

8．作業後の手入れ

方法・処置点検・お手入れ内容項目

・スイッチやダイヤル類に泥汚れがないか

超音波センサー

操作パネル

緊急停止ボタン
・ボタンの周囲にゴミが詰まっていないか、

  スムーズに動作するか

・センサー表面に泥、植物の破片等の付着が
  ないか

バンパー ・著しい変形や破損、ガタつきはないか

クローラ・車輪

バッテリー

・泥の詰まり、石や木片などの異物が挟まっ

  ていないか

－17－



●点検や整備を怠ると事故の原因となります。本製品の正常な機能を維持するために

  下表を参考に定期点検を行ってください

始業点検は毎日、月次点検は1ヶ月に1回行ってください。

・十分な充電残量があること

・正常に充電できること、

  充電器に異常な発熱がないこと

・操作パネルにエラー表示・アラート

  表示がないこと

・センサー表面に付着物がないこと

・センサーに傷や変形がないこと

・低速走行で、ターゲットを正常に認識し

  追従し停止すること

・スイッチに泥汚れや破損がないこと

・押したら指示通り反応すること

・ダイヤルを回すと速度調整が

  できること

・手動と自動追従の切替が正常に行える

  こと

・ボタンの周囲にゴミがなく、スムーズに

  動作できること(固着していないこと)

・著しい変形、破損、ガタつきがないこと

・異物の挟まり、亀裂、異常な摩耗が

  ないこと

・フレームに曲がり、歪み、溶接部の

  亀裂がないこと

※「○」印のついた項目について点検を行ってください。

※点検の結果は記録し、大切に保管してください。

   事故が発生した際や譲渡の際に重要な記録となります。

※異常を感じた場合は直ちに使用を中止し、販売店に相談してください。

※1年ごとの定期点検（年次点検）については、お買い上げの販売店にご相談ください。

〇 〇

9．定期点検・整備のしかた

９-1 定期点検表

〇 〇

〇

項目 点検内容 始業 月次

電
気
系

LED表示 〇 〇

充電状態

自
動
追
従
系

方向操作
ボタン

手動速度

追従機能 〇 〇

超音波センサー

クローラ・車輪

バッテリー

車
体

バンパー 〇 〇

フレーム 〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

操
作
系

〇

モード切替 〇

緊急停止 〇 〇
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●起動時両灯が点灯(3秒間)しているか

  確認をしてください。

●モード切替に応じて正しく点滅し、周囲

  からはっきりと視認できるか確認して

  ください。

●LEDのレンズカバー部が泥やホコリで汚れ

 ていないか確認してください。汚れている

 場合は柔らかい布で拭き取ってください。

モニターにエラー表示がでていないか確認し、

でている場合には販売店へご連絡ください。

正常に充電が行えること、および充電器・

バッテリーに異常がないか確認します。

◆充電動作の確認
操作パネルのインジケーターが点灯することを

確認してください。

インジケーターが「100%」まで全点灯すれば

完了です。

◆通常の点滅ではなく、両灯同時点滅ま

　たは、交互点滅している場合は、機能

  の一部が故障している場合があります。

  接触事故などの重大な事故につながる

  恐れがありますので、速やかに販売店

  へご連絡ください。

バッテリーを装着した際、ガタつきがないか、

ロックが確実にかかっているか確認してくだ

さい。ロックが甘い場合は、異物が挟まって

いないか確認し、最後にパチンと音がする

までバックルを押してください。

9．定期点検・整備のしかた

９-２ バッテリーの点検

９-３ 充電状態の点検

９-４ バッテリー部の緩みの点検

９-５ LED表示の点検

全点灯

自動追従時

「黄色」
手動時

「緑色」

点滅

起動時

両灯点灯

(3秒間)

*イメージ

バッテリーに

異常があります

このバックル

で確実に

ロックされて

いるか
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本機には、ターゲットを検知するための ●断線時は自動追従機能が使用不能となり

「超音波センサー」と接触時に停止させる   ます。断線した場合は手動モードで安全

「接触センサー」が搭載されています。   な場所へ移動し販売店へご連絡ください。

安全のため、稼働前に必ず以下の点検を  (断線時の手動モードは低速モードに設定

行ってください。   されます。)

◆超音波センサー
センサー表面に泥、ホコリ、雪などが付着
していないか傷がないか確認してください。 必ず周囲に障害物や人がいない、広い平坦地で

センサー間にはものを置かないなど遮るもの 行ってください。

がないようにしてください。 ◆追従走行の確認
汚れている場合は、柔らかい布で軽く拭き取  ①本機の電源を入れ、対象者が本機の正面に

ってください。   くるように立ちます。

 ②「追従ON/OFFボタン」を1回押しLED(黄)が

   点滅していることを確認します。

●自動追従時にはセンサー間にはものを置か

  ないなど遮るものがないようにして

  ください。  ③対象者がゆっくりと歩き出し、本機が

　(例:タオルや買い物袋をかけない)    一定の距離を保って追従するか確認

　誤検知をして想定外の動きをすることが    します。

  あります。  ④対象者が止まった際に、確実に停止

   することを確認します。

 ⑤走行中に「追従ON/OFFボタン」を押し、

●高圧洗浄機で直接センサーに水をかけない 　 即座に本機が停止し、手動モードに

　でください。正しく動作しなくなる恐れが    戻ることを確認します。

  あります。

◆接触センサー(前後バンパー) ●追従動作に違和感（急な加減速や蛇行など

バンパーの変形、ひび割れ、センサーのキズ、 　)がある場合は、直ちに使用を中止して

断線がないか接触センサーを押してエラー音が 　ください。センサーの内部故障やシステム

なるかを確認してください。 　の不具合により、意図しない動きをして人

　身事故につながる恐れがあります。異常を

   感じたら販売店へ点検を依頼してください。

●追従中は、追従対象以外が本機と対象者

　(物)間を横切らないように注意してくだ

  さい。誤検知により予期せぬ動作をする　

  恐れがあります。

1回押す

９-７ 追従機能の点検

９．定期点検・整備のしかた

９-６センサーの点検

黄色が点滅

超音波センサー

接触センサー
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操作パネルの点検は、必ず周囲に障害物や人 万が一の事態に本機を確実に停止させるため、

がいない、広い平坦地で行ってください。 稼働前には必ず緊急停止ボタンが正常に機能

◆手動操作ボタン することを確認してください。

◆緊急停止ボタンの点検方法(主電源OFF)
 ①赤色のボタンをカチッと音がするまで押す。

 ②押し込んだ状態でボタンが固定され、指を

   離しても戻ってこないことを確認します。

 ③ボタン表面の矢印の方向（右回り）にカチッ

手動モードにおいて、機体を前後左右に操作す    と、音がするまで回し解除を確認します。

るボタンが正しく機能し、指を離した際に即座

に停止することを確認します。 ◆緊急停止機能の確認(主電源ON)
①4つのボタンをそれぞれ押し込み、指示した

  方向に動くか確認してください。

②上2つのボタンを同時に押すと前に直進・下

  2つのボタンを同時に押すと後ろに直進する

  かを確認してください。

③指を離した際に完全に停止することを確認

  してください。 ①手動モード時に本機が停止した状態で緊急停止

④指を離しても走行が止まらない場合は、重大   ボタンを押してください。

  な事故につながる恐れがあるため、直ちに ②ブザーが鳴り、操作パネルのLED(緑)・(黄)

  「緊急停止ボタン」を押してください。   が同時に点滅し異常を示していることを確認

  します。

→復帰方法

●手動操作ボタンは、手動モード時のみ有効   P.25参照

  となり、追従モード時には動作しません。

●ボタンに割れなど破損している場合には直

　ちに使用を中止してください。内部への浸 ●緊急停止ボタンが正常に作動しない状態

  水により故障の原因となります。 　で、絶対に本機を使用しないでください。

　異常時に機体を止められず、重大な人身

◆手動速度ダイヤル 　事故や死亡事故につながるおそれがあり

　ます。

●緊急時以外では走行中に緊急停止ボタンを

  押さないでください。基板が破損する

手動モードでの走行速度が、ダイヤルの向きに   おそれがあります。

応じて適切に変化することを確認します。

①本機を止めた状態でダイヤルを回し、速度が

   3段階に変化することを確認してください。

②異常を感じた場合には直ちに使用を中止し

  販売店へ連絡してください。

９．定期点検・整備のしかた

９-８ 操作パネルの点検 ９-９ 緊急停止ボタンの点検

1回押す 黄色が点滅

低 高
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◆クローラの調整
①調整ボルトのロックナットを緩めて、調

障害物との接触から人を守るため、バンバーに 　整ボルトを締め込んで転輪を矢印の方向

異常がないか確認します。 　に張ります。

①バンパー全体を目視し、大きな変形、割れ、 ②左右のクローラの張りが同じになっている

  破損がないか、また本体への取付ボルトに緩 　かを確認し、ロックナットで固定してくだ

  みやガタつきがないか確認してください。緩 　さい。

　みがある場合は、適切な工具で締め直してく

　ださい。

②接触センサーの作動確認については「7-6セン

  サーの点検」をご参照ください。

③著しい変形やガタつきがある場合は、衝撃を

  正しく吸収できず、万が一の衝突時に機体フ

  レームや内部のセンサー類を破損させる恐れ

  があります。

④変形したバンパーはご自身で修理せず、 ◆クローラの交換
  必ず販売店に修理・交換を依頼してください。 確実に本機をジャッキアップして保持した状態

で行ってください。

●接触センサーが破損・断線した場合、安全の ①ロックナットを緩め、次に調整ボルトを

  ため追従モードが起動しません。異常時は速 　左に回転させ、クローラの張りを緩めま

  やかに販売店へご連絡ください。 　す。このとき、駆動スプロケットとクロ

●バンパーの隙間に泥や草などの異物を詰まら 　ーラが外れる位置まで緩めます。

  せないでください。動作不良の原因となりま ②古いクローラを抜き取り、新しいクロー

  す。汚れがある場合は必ず取り除いてご使用 　ラと交換してください。

  ください。 ③調整ボルトでクローラの張り調整を行な

　った後、ロックナットで固定してください。

９-11 クローラの点検

●交換作業等で機体を持ち上げる際は、機体

●クローラの張りがゆるいと傾斜地で外れやす   が傾いたり落下したりしないよう、確実に

　くなります。   固定されたジャッキを使用してください。

●クローラを張りすぎると転輪の遊びがなくな ●点検・清掃時に車輪から異音(ゴロゴロ音)

　り機械がこわれることがあります。   がしたり、ガタつきがある場合は軸受が破

◆クローラの点検方法   損している恐れがあります。脱落や急停止

①クローラ上部の中央部を196N{20kg}   による事故の原因となりますので、速やか

　程度で押して、たわみ量が25～35mmに   に販売店へ修理を依頼してください。

　なっているを確認してください。 ●泥や石を噛み込んだまま走行すると、クロ

②左右のクローラの張りが同じになっている   ーラや転輪の寿命を著しく縮めます。作業

　かを確認してください。   後はエアブローや固く絞った布で拭きとる

  などして洗浄してください。絶対に高圧

  洗浄機は使用しないでください。

９．定期点検・整備のしかた

９-10 バンパーの点検(前後2箇所)

重重 要要

調整ボルト

ロックナット
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①フレーム全体に著しい変形や、溶接部の亀裂

  (ヒビ割れ)がないか目視で確認してください。

②主要な締結部や車輪周りのボルト・ナットに

  緩みや脱落がないか、必要に応じて工具を用

  いて確認してください。

③荷台の拡幅スライド部や、左右・後部ゲート

  のヒンジ部がスムーズに動き、ロック機構や

  ロックピンが確実に機能することを確認して

  ください。

●枠を倒したり広げたりするときは、指や手

  を挟まないように十分注意してください。

●荷物を載せての走行は、アオリが確実にロ

  ックされていることを確認してください。

  ロックが不十分だと、走行中に荷台が突然

  広がって荷崩れする恐れがあります。

各各点点検検にによよりり異異常常がが見見つつかかっったた場場合合やや、、

ごご自自身身でで正正常常かかどどううかかのの判判断断ががつつかかなないい場場合合

はは、、決決ししてて分分解解やや修修理理をを行行わわずず、、必必ずず販販売売店店

にに点点検検をを依依頼頼ししててくくだだささいい。。

９．定期点検・整備のしかた

９-1２ フレームの点検

９-１３ 点検・整備時の重要注意事項

ロックピンの確認

ロック機構の確認

(左右・後方部 計6か所)

ボルト・ナットの

締め付け

(各部、車輪周り)

フレームの破損・

亀裂・変形確認

左右・後方アオリ

の作動確認

重重 要要
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本機には自動追従のための精密な電子部品 　格納後、初めて使用するときは定期点検

(センサーや制御基板)が搭載されています。 　整備表の作業前点検を行なった後に動か

湿気による故障や誤作動を防ぐため、以下 　すようにしてください。

の保管方法を必ず守ってください。

●センサー部やバッテリー端子に湿気や結

  露が残ったまま電源を入れると、システ

  ムエラー（作動停止）や回路のショート

  による故障の原因になります。

●取り外したバッテリーや充電器は、直射

  日光の当たる場所や、夏場に高温になる

  場所(トタン小屋の窓際、車内など)を

  避けて保管してください。

●機械の清掃・点検・整備をして、風通し

　のよい屋内の平坦な場所に格納してくだ

　さい。土の上など湿気が上がってくる

  場所にやむを得ず保管する場合は、下に

  厚手のシートを敷くなどの対策を行って

  ください。

●本機を使用しないときは必ずキーを抜き、

　お子様の手の届かない安全な場所に保管

  してください。

●防犯および安全のため、バッテリーを本

　体から抜き、充電器とともに大切に保管

  してください。

●錆の発生を防止するため、塩分の強い貯

  蔵庫や、肥料・堆肥と同じ場所には格納

  しないでください。

●6ヶ月以上動かす予定がない場合

　2,3か月に１度、１時間程度本機を動かし

　てください。動かさないと制御BOXにある

  サブバッテリーが放電して本機が起動し

  なくなります。

１０．長期格納のしかた

１０-１ 長期格納 １０-２ 再使用するとき

重重 要要
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●作業中に危険だと判断した際や不具合が発生したときは、ただちに「緊急停止ボタン」を押し

  て本機を停止させてください。

  停止後は再度電源を入れ、手動モードのまま機械を広い平坦な場所に移動させてから確認を

  行ってください。

●不具合が発生したときは、すぐにその原因を調べて処置をし、故障が大きくならないように

  してください。

●原因がわからないときや調整しても再発するときは｢お買い上げの販売店｣に相談し、点検を受

　けてください。

●そのときは不調の状況とあわせて｢型式名｣・｢シリアルナンバー｣をお知らせください。

●緊急停止ボタンを押してから解除までの手順

①緊急停止ボタンを押すと停止し、操作パネルのLEDの緑と黄が同時に点滅しています。

②安全を確認したうえで一度電源を切り、緊急停止ボタンを矢印の方向に回し解除する。

③再度電源を入れる。

→この時に電源が入らない場合には速やかにお買い上げ販売店へご連絡ください。

下記の開始条件を満たしていない

1.対象者が80㎝以内にいること

2.傾斜が20°未満であること

困りごと

電源が入らない
(ディスプレイが表
示される)

電源が入らない
(ディスプレイが表
示されない)

自動追従走行が
始まらない

手動時にエラー音
が鳴る

手動時に速度変更
ができない

手動速度ダイヤルが故障
販売店に連絡してください。

専用の充電器で満充電してください。
アラート音による判別
20%以下:警告音一度のみ
15%以下:連続の警告音
2%以下:上記より周期が短い警告音

１１．困ったときは

バッテリーを本体から取り外し、専用の
充電器で満充電にしてください。

バッテリーを確実に奥まで押し込んでく
ださい。その後バッテリー固定レバーを
確実に下げてください。

追従開始条件を満たしてください。

バッテリーの残量がない
(完全に放電している)

11-1 困りごと・原因・処置

　原  因 　処　置

販売店に連絡してください。
制御ボックスは絶対に開けないでくださ
い

制御ボックス内にあるサブバッ
テリーの残量がない

3.充電目盛が２つ以上あること

バッテリーが正しく装着されて
いない

20°以上の傾斜地にいる
傾斜の緩やかな場所(20°未満)に移動をし
てください。

超音波センサー周辺に障害物があ
る

超音波センサーの周辺には何もかけない
でください。

バッテリー残量が少ない
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クローラの張りが左右でちがう

クローラがゆるんでいる

転輪が損傷している

周囲の状況を確認し、電源を切ってくだ

さい。

①人の接近や周囲の危険回避のために

押した場合は人の安全を確認したうえで

復帰操作を実施してください。

(P.25参照)

②本機の意図しない動きにより押した場合

には販売店に連絡し、修理を依頼してくだ

さい。本機は動かさないでください。

システム処理 販売店に連絡し、修理を依頼してくだ

その他機能エラー さい。本機は動かさないでください。

傾斜センサーが30°以上を
検知した

バンパーに一定の衝撃がかか
り、接触センサーが反応した

緊急停止ボタンが押された時

追従走行中に勝手
に手動に戻ってし
まう

直進性が悪い
クローラが
外れる

LEDが交互
点滅している
(アラートモード)

LEDが同時
点滅している
(エラーモード)

接触センサーが断線した

１１．困ったときは

　処　置

安全のため自動的に手動モードに切り替わ
ります。再度追従ON/OFFボタンを押し、自
動追従になったことを確認してください。

障害物を除去したうえで再度、追従ON/OFF
ボタンを押してください。

20°未満:    手動・追従どちらも可

20～30°未満:手動のみ

30°以上:    手動の低速のみ

超音波センサーが対象を
見失った

経路上に障害物、または草むら
（背の高い草）がある

傾斜面で使用している

　原  因困りごと

手動(低速)で安全なところへ移動させてか
ら販売店に連絡し、修理をしてください。

左右のクローラともに規定の張りに調整し
てください。

転輪を交換してください。

安全を確認したうえで接触物を取り除き、
問題なければ追従ボタンを再度押してくだ
さい。

手動(低速)で安全なところへ移動してくだ
さい。
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全長

全幅

全高

最低地上高

クローラ外幅

車体重量(バッテリーを含む)

全長

全幅

走行動力

走行速度 手動前進

手動後進

自動追従

ゴムクローラ(幅×ピッチ×リンク)

接地圧

登坂能力

最大積載重量

センシング方式

追従距離

防水性能

名称

呼称

セル仕様

定格電圧

定格容量/定格電力量

IP保護等級

充電時間

連続走行時間

製品重量

　[　]内は荷台拡大時

１２．付　　表

12-1 仕様諸元

型 式 名 JF150C-A

機
体
寸
法

1335　[1434] mm

860　[1020] mm

949 mm

90 mm

735 mm

195 kg

荷
台

1031　[1274] mm

676　[1010]   mm

走
行
部

左右独立駆動 1000Wブラシレスモータ

0 ～ 4.0 km/h

0 ～ 1.5 km/h

0 ～ 4.7(無段階) km/h

110 × 60 × 40

0.13 kgf/cm²
(空荷) 30 度

性
能

150 kg

超音波センサー

2000 mm

IPX3相当

＊この主要諸元は、改良のため予告なく変更することがあります。

＊荷台拡大については記載以上広げますと大変危険ですのでやめてください。

バ
ッ
テ
リ
ー

Honda Mobile Power Pack e:

DM5026Z

リチウムイオン電池

50.26 V

26.1 Ah /1314 Wh

IP65

約6 時間

約2時間(80kg積載・未舗装路・3.5km/hの場合)

10.2 kg
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この度は、弊社製品をお求めいただきありがとうございます。
保証期間内に取扱説明書等の注意書きに従った正常なご使用状態で故障した場合には、
本書記載内容にもとづき無料修理をいたします。お買い上げの日から下記の期間内に故障
した場合には、製品と本書にレシートまたは領収書を付けてお持ちいただき、お買い上げ
の販売店または弊社に修理をご依頼ください。

様

１． 保証期間内でも次のような場合には、有料修理となります。
(イ) ご使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。
(ロ) 弊社の指定する部品、または定められた作業機以外のものをご使用したことに
 　　よる故障または損傷。
(ハ) お買い上げ後の衝撃、落下あるいは移動、輸送等による故障または損傷。
(ニ) 火災、地震，水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障または損傷。
(ホ) 保管の不備およびお手入れの不備による故障または損傷。
(ヘ) 本書の提示がない場合。
(ト) 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合。あるいは字句
 　　を書き換えられた場合。
(チ) 使用用途以外にご使用になられた場合。
(リ) ご使用によるキズ、変色、褪色または汚れ等の場合。
(ヌ) 消耗部品の場合。

２． ディスプレイに表示される時間はバッテリー単体の累計稼働時間です。

３． 本製品の故障等に伴う二次的損害に対する保証はいたしません。
４． 無料修理の際に取外した部品は、誠に勝手ながら弊社の所有とさせていただきます。
５． 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

●  この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料の修理をお約束するもの
　　です。したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではあり
　　ませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明な場合は、お買い上げの販売
　　店または弊社までお問い合わせください。

●  本書は国内においてのみ有効です。

株式会社 城南製作所
  長野県上田市下丸子866番地7

     本機の累計稼働時間は販売店にて確認させていただきます。

Folloone JF150C-A
シリアルナンバー

(製造番号)

保保　　　　証証　　　　書書

お買い上げより1年もしくは累計500時間のうち、どちらか早く到達したほう
　(ただし、消耗部品は除きます)

取扱販売店名
住所
TEL

TEL

お買い上げ年月日

製品名

お客様

ご住所

お名前

保証期間


